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春の爽やかな風を感じる頃となりました。保護者の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。こ

の一年間、学園の教育活動にご理解とご協力を頂き、改めて感謝申し上げます。 

訓育部では、生徒たちが安全に、安心して学園生活が送れるよう活動して参りました。今

年は特に、愛徳学園小学校との様々な交流に力を入れ、『愛徳学園は１つ』という認識を高

めるための活動をしてきました。 

小学校の児童委員と中高の全校委員が発案した「おはようハッピー運動」では、朝、小学

生が中高の正門で挨拶をしたり、中高生が小学校校舎の各階で挨拶運動をしたりしたこと

は、これまでにない活動でした。 

また、これまで小学校とは別々に行っていた通学グループ別集会を、小学校の集会日に

高校生が参加し、通学途中での注意点やマナー面など、工夫を凝らして短い劇にまとめ、

小学生にも分かり易いように、伝えることができました。その効果もあって、先日、高校生が垂

水駅で困っている小学生に声をかけて助けたことがありました。また、正門前で、小学生の

落とし物を走って届けた中学生に対して、小学生が感謝の言葉を伝えていました。困ったと

きに助け合う輪が広がっています。 

児童・生徒の一人ひとりが愛徳ファミリーの一員であることを自覚し互いに尊重し合い、中

高生には、先輩として優しい心をもって学園生活を送って欲しいと思います。 

コロナ禍で、行事などの様々な活動が縮小している中、全校委員の活動も思うようにはい

きませんでしたが、そうした中でも全校委員ができることは何かを考えて取り組むことができ

た一年間でした。 

３学期に行った震災メモリアルや全校委員美化が企画した「ニコニコお掃除Project」など

の活動内容を裏面に掲載していますのでご覧ください。 

春休みは短い期間ですが、不要不急の外出を避けるなど感染対策を十分に行い、新年

度に向けて心身の準備と学習の準備期間にして欲しいと願っています。保護者の皆様にも、

お嬢様方への日頃からのお声掛け、お励ましをよろしくお願い致します。  

 

 

≪中学部より≫ 

昨年度末の訓育部だよりで「より一層安心できる学校生活を目指す」と書きました。そこには新型

コロナウィルスを巡る状況が少しは落ち着くのではないか、との気持ちがありました。ところが今年度

も変異株が猛威を奮い、生徒たちへの影響はより一層大きいものとなりました。保護者の皆さまに

とってはどのような１年でしょうか。 

 中学部としては、やはり３学年で行う活動が実施できなかったことが残念でした。卒業していく中３

を見ていると、最上級生らしく下級生のお手本となり、中学部をリードする経験を積んでもらいたかっ

たと思います。入学当初からマスクをした友達と過ごしている中１、中２には、時間や距離を気にする

ことなく、思いっきり学んだり遊んだりしてほしいと思います。コロナ禍２年目を振り返り、つい弱気に

なったり暗い気持ちになってしまいます。 

 そのような中、第111期全校委員補者の力強い演説には、大変心を動かされました。全ての候補

者が「みんなが毎日笑顔で過ごせる明るい学校生活」を作りたいと語り、その切実な願いと自分たち

の手で何かを始めようとする姿に励まされました。どんな状況においても、現実を受け止め、誠実に

行動し、伸びていこうとする生徒たちを、来年度もしっかり支えていきたいと思います。そして心も体も

大きく変化する中学生にとって、学校がより良い成長の場となるように努力してまいります。 

保護者の皆さまには1年間、ご協力いただき本当にありがとうございました。来年度もよろしくお願

いいたします。 

≪高校部より≫ 

今年度も新型コロナウイルス感染拡大の終息が見通せないまま始まった新学期でしたが、生徒達

は昨年からのマスクの着用や手洗いの習慣にも随分慣れ、落ち着いた学校生活などを始められて

いたように思います。また、保護者の皆様には毎日のお嬢様方の検温のご協力本当にありがとうござ

いました。 

２月１２日（土）は、まん延防止等重点措置の発令中でしたが、５８回生３０名の卒業証書授与式を

無事執り行うことができました。昨年と同様、在校生の参加はかないませんでしたが、保護者の皆様

と教職員の見守る中、愛徳学園らしい温かな雰囲気の中で卒業式を行うことができました。 

学校行事に関しましては、今年度も例年通りのかたちで行事を実施することが難しいものもありま

したが、感染対策を十分に行いながら「スポーツフェスティバル」や「学園祭」、また、高校生活最大

の行事である高２の静修修学旅行など生徒達の心に残る行事ができたことは、日頃からの生徒達の

感染予防に対する意識の高さがあって実現できたことだと思います。 

新型コロナウイルスの感染拡大が始まってからの2年間、高校時代の思い出に対してネガティブな

ことばかり考えてしまう日々ですが、コロナ時代に生きる生徒達とこれまで当たり前だったことを見直

し、小さな新しい発見やちょっとした生活の工夫の中から少しでも気持ちが明るくなるような気付きや

体験ができればと思います。また、自分の周りにいる人たちの大切さや命の尊さを感じられる女性に

成長してもらいたいと願っています。 

４月からまた新たな学年へと進級いたします。よいスタートがきれるようご家庭でもお励まし、お見

守りください。 

 



≪震災メモリアル≫ 

今年も、全校委員が主体となり「震災メモリアル」を実施しました。第1部の「追悼の部」では、過去

に起こった2つの大震災を振り返りました。阪神淡路大震災発生直後の学校の様子や、復興までの

学校生活についての話を聞きながら、自分たちの今の生活が決して当たり前でないことに改めて気

づくことができました。第1部の最後に、突然奪われた多くの命と犠牲者の家族の悲しみを風化させ

ず、語り継いでいくことが自分たちの使命である感じながら、全員で黙とうを捧げました。 

第2部では、『校内防災シミュレーション』と題し、校舎内の様々な場所の写真を見ながら、「もしこ

こで被災したら…」と仮定し、危険な場所や避難するときに気をつけることなどについて、各クラスで

話し合いました。このシミュレーションで話し合ったことを心に留め、防災意識を高め、自分と周りの

人たちの命を守るための行動を一人ひとりができるようになればと思います。 

 

全校委員の感想 

今回、初めてメモリアルを実施する側となり、震災のこと、防災についてたくさんのことを学び、改

めて私たちが当時の様子や現状を知らなければならないことを感じました。まだまだ知らないこともた

くさんあり、悲惨な当時の状況を聞くことは、苦しく胸が痛みますが、この記憶を語り継ぐことを止める

と、ここで途絶えてしまうので、これからも自発的に学んでいきたいと思いました。校内で大きな災害

にあったとき、自分も周りの人も守れるよう、日ごろから意識して生活していきたいです。 

 

実施する立場になり、これまでメモリアルを実施してきてくれた全校委員の方々に感謝したいと思

いました。今回、震災に向き合ったことは自分にとって、とても良い機会になりました。校内防災シミュ

レーションを行ってみて、私たちが普段生活している場所に、「完全に安全な場所」なんてないと気

付くことができました。大きな自然災害のニュースなどを見ても、どこか他人事になってしまっていまし

たが、改めて自分の身近にある大きな危険であることを実感することができました。今回学んだこと

を決して忘れず、これからは伝える側の人間として、心に刻んで生きていきたいと思いました。 

 

 

≪全校委員美化≫ 

3学期に「ニコニコお掃除Project」と名付けてコロナ禍で掃除ができない日に15分程度、中央

階段や3，4階の廊下、外回りの掃除を行いました。各クラスの美化委員だけでなく、企画に賛同

した第110期全校委員も全員が参加し、より多くの場所を隅々まですることができました。異なる

学年が一緒に掃除することで、絆もより深まったように感じます。キレイになった校舎に、参加した

生徒の笑顔が広がり、達成感いっぱいの一日になりました。協力してくれた生徒のみなさん、あり

がとうございました。 

 

 

 

 

《全校委員奉仕》 

今年度も、親の日・お米の日にご協力くださり、ありがとうございました。12月から3月

までの集計結果ですが、親の日の募金が63,357円、お米の日のお米が80.8㎏となりました。

特に3月は高3生が卒業し、在校生で里子を支えようと各クラスの奉仕委員が毎日呼びかけ、

またそれに皆で応えて協力することができました。募金は各国の里子のもとへ、お米は、

垂水教会を通して社会活動奉仕センターでの炊き出しに寄付させていただきました。 

また、ペットボトルのキャップは2、３学期間で45kgのナイロン袋4袋分集まりました。

これにより、JVC(世界にワクチンを 日本委員会)を通してワクチンが開発途上国へ送られ

ます。オールメルも含め、さまざまな奉仕活動へのご協力、心から御礼申し上げます。 

12月には、各学年で里子へのクリスマスカードを作成し、もう一人の私たちの仲間だと

身近に感じることも出来ました。これからも「知り、考え、行動に移す」を続けていきた

いと思います。来年度も引き続き、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

≪保護者の皆様へのお願い≫ 

 

◇ インターネットの利用に関しては、ご家庭でも使用時間・場所などのルールを

決めて頂き、ネット依存やゲーム依存の防止にご協力をお願い致します。また、

学校名や個人名などの個人情報、本人や友人の動画や画像を載せたりすることの

ないようくれぐれもご注意ください。何か困ったことがあれば、学校や下記の兵

庫県警本部サイバー犯罪対策課・少年相談室へご相談下さい。 

 

         ※サイバー犯罪の相談 

⇒県警本部サイバー犯罪対策課（078-341-7441） 

         ※犯罪などの被害にあったとき 

          ⇒県警本部少年相談室（0120-786-109） 

 

 

◇ 始業式までは現担任が指導に当たりますので､ 何かありましたらお知らせくだ

さい｡ 愛徳学園電話番号078-708-5353 

      

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 ◆新年度始業式は4/8(金)9時登校です｡ 制帽を被り、身だしなみを整え､心身ともに 

   新しい気持ちでスタートしましょう｡ 


